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　東海再処理工場から発生する高レベル放射性廃液は、
図８-１に示すガラス溶融炉を主設備として有するTVF
（Tokai Vitrification Facility）において、安定なガラス固化
体に処理しています。TVFでは１９９５年のホット試験開始
から２００６年３月末までに２１８本のガラス固化体（キャニ
スタ：容量１１０�）を製造し、その間、加熱効率等に影
響を及ぼす核分裂生成物中の白金族元素が溶融炉底部に
堆積することを抑制するための「炉底低温運転」を用い
た運転を行うとともに、完全遠隔による溶融炉の更新を
行い、撤去した１号溶融炉を対象とした解体技術開発等
を進めています。
　核燃料サイクルの確立において、ガラス固化技術は枢
要技術であり、一層の高度化並びに信頼性向上を図るこ
とが重要です。このため、抜本的な白金族元素の堆積抑
制及び流下促進を講じた炉底構造、炉壁等の侵食等を抑
制する長寿命溶融炉、溶融炉内の様々な物理現象を連成
させたシミュレーション技術の開発を進めると共に、ガ
ラス中に含まれる廃棄物成分を現行の約２５％から３０％以
上に増加させた「高減容化」研究を行っています。高減
容化においては、核分裂生成物中のモリブデン等による
水溶性固相の析出抑制が重要であり、ガラス中へのモリ
ブデン溶解性に関する基礎試験に引き続き、実規模溶融
炉を用いたコールド試験を進めています。
　高燃焼度燃料や将来のプルサーマル並びにFBRサイク

ルから発生する高レベル放射性廃液の処理に対して、現
行のガラス固化技術の適用性や現在進めている技術開発
の役割を検討するため、各燃料サイクルから発生する高
レベル放射性廃棄物について、ガラス固化の観点から重
要な白金族元素及びモリブデン元素の組成、並びに貯蔵
施設や将来の処分場の設計に影響を与えるガラス固化体
の発熱量について評価を行いました。高燃焼度サイクル
やプルサーマルサイクルについては現行再処理のフロー
シート、FBRサイクルに関してはFSフェーズⅡにおける
先進湿式再処理（NEXT）のフローシートを基に評価し
ています。
　表８-１に示す試算結果より、将来の高燃焼度化による
白金族元素及びモリブデン元素の組成、並びに発熱量へ
の影響は数％以内と小さく、現行のガラス固化技術が十
分適用できると考えられます。プルサーマル燃料サイク
ル及びFBRサイクルにおいては、白金族元素が６割程度
増加することから、現在進めている白金族元素対策が一
層重要となることが分かりました。更にプルサーマル燃
料サイクルにおいては、アクチニド元素による発熱量の
増大が顕著であり、NEXTの持つマイナーアクチニド元
素の回収機能を再処理に適用することが示唆されます。
また、各燃料サイクルともモリブデン量の増加は認めら
れず、高減容化はいずれの燃料サイクルからの高レベル
放射性廃棄物においても適用することが期待できます。
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高レベル放射性廃液供給ライン 
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図８-１　TVFガラス溶融炉の構造
電極に交流電流を印加し、ガラス自体をジュール
発熱させて溶融します。高レベル放射性廃液は、
円筒形のガラスファイバーカートリッジ（７０mmφ
×７０mmL）に含浸させて溶融炉に供給します。

本試算では、使用済燃料の燃焼度に比例してガラス固化体の発生量が求められ
ると仮定しています。基準軽水炉サイクルでは、燃焼度４５，０００MWD/tの使用
済燃料再処理に伴い、１５０�のキャニスタ１．２５本が発生するとされています。

表８-１　将来の燃料サイクルから発生する高レベル廃棄物に含まれる白金族
元素及びモリブデン量、並びに発熱量の試算

発熱量，kW/キャニスタガラス固化体中の含有量，kg/キャニスタ

燃料サイクル
（燃焼度）

ガラス固化時
Mo

白金族元素

合　計核分裂
生成物

アクチニド
元　素小計PdRhRu

２．３１２．１９０．１２３．６４４．２９１．４６０．４５２．３８①基準軽水炉
　（４５GWD/t）

２．３８２．１９０．１９３．６２４．４４１．５９０．４１２．４４②高燃焼度
　（５５GWD/t）

１．０３１．００１．５３０．９９１．０４１．０９０．９１１．０３②/①

４．０４１．８９２．１５３．３０６．７３２．９８０．８０２．９５③プルサーマル
　（５５GWD/t）

１．７５０．８６１７．６０．９１１．５７２．０４１．７７１．２４③/①

１．６８１．６８－３．３６６．７４２．６２０．９４３．１８④FBR炉心
　（１５３GWD/t）

０．７３０．７７－０．９２１．５７１．８０２．０７１．３４④/①




